拝啓　早春の候　皆様にはお健やかにお過ごしのこととお喜び申し上げます
さて　亡父〇〇〇〇の旅立ちより早や一年がめぐり　月日の移ろいの早さをしみじみと感じております
その折にはひとかたならぬお力添えとお励ましを賜りましたこと　家族一同心よりありがたく思っております
つきましては　来る〇月〇日の日曜日午前十一時より　下記の通り一周忌の法要を執り行う運びとなりました
生前お世話になりました皆様にお集まりいただき　故人を偲びながら静かに在りし日を思い返したく存じます
ご多用のところ恐縮に存じますが　ご縁の深かった皆様にぜひお立ち寄りいただければ幸いに存じます
なお誠に勝手ながら　同封の葉書にて〇月〇日までにご出欠のほどお知らせくださいますようお願い申し上げます
暦の上では春とはいえ　なお寒さの残る頃でございます
どうぞお身体をおいといくださり　穏やかにお過ごしくださいませ
略儀ながら書中をもちましてご案内申し上げます
敬 具
令和　　年　　月　　日

記
日 時　〇月〇日 日曜日 午前十一時より
場 所　〇〇寺　〇県〇市〇町一丁目二番三号

〒123-4567　〇県〇市〇町〇〇 八九-一二三
電話　 八九-一二三-四五六七
〇〇 〇〇
